
8月 17日 土

18日 日

19日 月

20日 火

21日 水

22日 木

23日 金

24日 土

25日 日

26日 月

27日 火

28日 水

29日 木

30日 金

31日 土

9月 1日 日

２日 月

３日 火

４日 水

５日 木

６日 金

７日 土

８日 日

9日 月

10日 火

11日 水

12日 木

13日 金

14日 土

15日 日

「 　　　 ｙ   

〇7:00《記：天の元后聖マリア》

〇7:00《祝：聖バルトロマイ》　　　　　　　　　　　　《年間第21主日 前晩》〇19:00

〇7:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《年間第23主日 前晩》〇19:00

《年間第21主日》7:30／10:00　　　　10時ﾐｻ後　運営委員会

〇7:00　　　　　　　　　　13:30　小倉祈りの集い【2階】

〇7:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《年間第22主日 前晩》〇19:00

《年間第22主日》7:30／10:00被造物を大切にする世界祈願日　10時ﾐｻ後　教会がっこう
すべてのいのちを守るための月間(10月4日まで)10時ﾐｻ掃除後 女性の会役員例会【2階】

×7:00

〇7:00《記：聖モニカ》

〇7:00《記：聖アウグスチヌス》

〇7:00《記：洗礼者聖ヨハネの殉教》

〇7:00

×7:00

《年間第23主日》7：30／10：00　　10時ﾐｻ後　教会がっこう   15:00 英語ミサ

〇7:00《記：聖グレゴリオ一世》

〇7:00

〇7:00

〇7:00

〇7:00　　　  　　 　　　　　　　　　　　　　　　　《年間第20主日 前晩》〇19:00

《年間第20主日》7:30／10:00　　　　　　11:30　ふれあい親睦会【2階】
                    　　　　　　　　   14:00 きたきゅう青年親睦会【1階】

×7:00

〇7:00《記：聖ベルナルド》

〇7:00《記：聖ﾋピオ十世》

〇7:00《記：聖ヨハネ・クリゾストモ司教》

〇7:00《祝：十字架称賛》14:00北九州召命を共に祈る会《年間第24主日 前晩》〇19:00

《年間第24主日》7：30／10：00（敬老の祝福）子供ミサ　10時ﾐｻ後　教会がっこう

×7:00

〇7:00《記：日本205福者殉教者》　　　　　　19:00　外国人ネットワーク北九州

〇7:00

〇7:00

小倉カトリック教会 主任司祭：ペトロ 青木 悟 ／ 助任司祭：ルーカス･レック TEL.093-921-0093／FAX.093-921-0139

教区年間目標 「互いに支え合う交わりの教会となる」

13:00～ 講演

小倉カトリック教会
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間

年

間



　

 
 

 

　

　　

　　

掃除当番   　　※ご協力お願いします。　（１０時ミサ後）

　　　

　

☆2024年度 聖書による養成 主催：小倉教会（主任司祭：青木 悟）

イエスと共に食卓を囲む ※詳しい日程は掲示板ポスターをご覧ください。

◍場所：小倉教会 ◍日時：原則として第４金曜日 １５時～１６時３０分 ☞
◍指導：レナト神父（教区信徒養成委員長） 皆さん、 多数のご参加をお待ちしています。

☆8月6日～15日は日本カトリック平和旬間でしたが、

小倉教会では、8月中の主日ミサの終わりに「平和のための祈り」をささげます。

☆福岡教区創立100周年に向けて

9月以降の第1、第2日曜日に

「教区創立100周年の祈り」と共同祈願の意向を

唱えます。

教区司牧方針☞互いに支え合う

「交わりの教会」となる

☆8月18日（日）14時～16時

「きたきゅう青年親睦会」担当：ルーカス神父

☆古巣馨神父著「預言者の言づて」1,300円

☆9月1日被造物を大切にする世界祈願日

☆9月1日～10月4日アシジの聖フランシスコ

すべてのいのちを守るための月間

「見よ、それはきわめてよかった」（カトリック中央協議会）

「ラウダート・シ」（教皇フランシスコ）を生きるために。

聖書のことば

8月18日：山手・北方・曽根・湯川葛原・横代・沼吉田・貫長野・朽網 城野・黒原

三郎丸・富野

8月 25日：槻田・熊谷・今町・南丘・高田・篠崎・足立・熊本・大門・白銀

9月1日：中島・日明・平和・中井・到津・木町清水・若園・長行・徳力

「わたしはの肉はまことの食べ物、わたしの血はまことの飲み物である」

（ヨハネ ６・55）

教区司牧方針
☆カトリック福岡司教区 「宣教司牧方針」（パンフレットをご覧ください。）

「キリストの愛に駆り立てられて、人々と共に歩む教会」

２．互いに支え合う「交わりの教会」となる
一致と協力体制を強化し、教会の中の福音的交わりを育てる

そのために特に次の課題に積極的に取り組む

（1）典礼に積極的に参加し共同体の一致を深める

（2）確かな一致をめざして、組織を見直し、コミュニケーションを強化する

（3）皆がそれぞれ与えられている使命を生きる

わたしたち日本の司教団は本書を通し

て、すべてのいのちを守るための取り組

みに参加するよう広く呼びかけます。神

が作られた世界の、あるべき姿の実現を

目指して歩みを進めていくために、『ラ

ウダート・シ』に学び、それぞれの場で

総合的な（インテグラル）なエコロジー、

すなわち神と、他者と、自然と、そして

自分自身との調和ある関係を追及して生

きていくよう呼びかけます。


